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吉田栄夫（自然地理学）

第4次越冬
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旗を白瀬氷河に立てて流速測定

吉田栄夫（よしだ　よしお）

国立極地研究所・立正大学名誉教授。（公財）日本極地研究振興会代
表理事。1930年生まれ。長く南極大陸の地形や氷河、湖沼など、自然
地理学の研究に従事。1957年の第2次夏隊、第4次越冬隊、第8次
越冬隊、第16次観測副隊長兼夏隊長、第20次観測隊長兼夏隊長、
第22次観測隊長兼越冬隊長、第27次観測隊長兼夏隊長、アメリカ
隊、ニュージーランド隊、イギリス隊などに参加。第2次南極観測隊で
は樺太犬係を兼ねる予定だった。

Profile

　  インスタはじめました！
南極・北極観測のInstagramアカウントを開設しました。
だいたい1日1枚のペースで、南極や北極で撮影された写真を
中心に投稿します。ぜひフォローしてくださいね！

アカウント：@nipr_japan
https://www.instagram.com/nipr_japan/

極夜が明けて
　太陽再来を迎え、海氷調査や橇（そり）犬のためのアザラシ狩り、未確
認の「1937年山脈」への新たなルート開拓と燃料デポ（雪上車用の燃料
のドラム缶を置いた地点）、内陸旅行など、野外活動も活発となった。
1960年９月23日、大瀬・村越・私の３名は、再び奥氷河（白瀬氷河）を
訪れた。5月初めに大陸上に設置した長期自記気象計の回収と、氷河上
に設置した標識旗の再測量が主要な目的であった。標識旗による氷河流
速測定は、私にとって大きな収穫となった。予想をはるかに超えて、1年
間に直すと2kmもの流動となり、それまで世界中だれも南極にこのよう
に速く流れる氷河があるとは知らなかったのである。

痛恨！ 福島紳隊員遭難事故
　10月7日、白夜の時期に近づき、オーロラ目視観測もなくなった福島
紳さんと、橇犬の餌を求めて基地から10kmほどの弁天島に出掛け、2
頭のアザラシを捕殺して、天候の悪くなりかけた中を基地に急ぐと、頭
上を飛行機が飛び去った。ベルギー基地からの2機の小型機で、隊長以
下6名の隊員が昭和基地に来ていた。飛来の目的は重力測定網を繋ぐこ
とだという。何と私達が調査に行くとして予めベルギー基地にも通報し
ていた未確認の「1937年山脈」を経て飛来したのであった。第一発見者
はベルギーのヂュローム隊となった。私達は一種の落胆を禁じ得なかっ
た。
　その夜から本格化したブリザードは続き、10日、私は溜まった残飯を
基地建物のすぐ近くに繋いだ仔犬達にやりたいと考え、昼食後戸外へ出
ることにした。福島隊員が手伝ってくれるという。出ようとするとベル
ギー隊の昼食に席を譲って観測棟に来ていた機械担当隊員から「外へ行
くなら海氷上の内陸旅行で用意した大型橇を見てきてくれないか」と頼
まれた。残飯を仔犬に与えたあと、改めて橇を目指したがブリザードは
激しく視界ゼロ、立って歩けないようになり、橇到達を断念して戻る途
中、紳さんの姿を見失ってしまった。彷徨するうち9月に紳さんの案内
で見た異様に盛り上がった海氷にぶつかり、私は一瞬にして自らのいる
地点が判り、基地の建物に辿り着くことができた。紳さんが教えてくれ
たのだといえよう。
　直ちに隊長の指示を得て、村石隊員を捕まえ捜索に出た。しかし、激
しいブリザードに再び基地に戻れなくなり、硬く凍結した吹き溜まりの
陰で夜を過ごすことになった。夕刻、僅かに弱まった風雪の中で見えた
岩山から地点がわかり、基地へと向かった。そして、福島隊員行方不明
を知らず、別に行方不明となった1名のベルギー隊員の捜索に出て、戻
れなくなった木﨑・土屋両隊員とも合流し、基地に辿り着いた。その後
の全員の懸命の捜索も空しく、南極本部による10月17日の福島隊員の
死去認定を迎えた。
　そうした中で、ベルギー隊との協議により、ベルギー機は昭和基地で
提供された燃料・フィルムにより、昭和基地から新山脈を往復して写真
撮影し、これを基におよその地形を確認し、後の地名命名などを協議し
た。そして10月25日ベルギー機は去った。




